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補 正 の 重 点 ～議決した４事業

　平成27年６月23日から24日ま
で開会された６月定例会において、
一般会計歳入歳出予算の総額に約
4600万円を増額する補正予算が
議決されたので、その中で主な４
つの事業等の概要をお知らせいた
します。
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「社
しゃかいきょういくしせつ
会教育施設（旧

　きゅうとよずみしょうがっこう　
豊住小学校）関連工事」の概要「東藻琴小学校体育館 耐

たいりょくどちょうさ
力度調査」の概要

　町民の利便性の向上、行政事務の効率化など
・正確な所得把握が可能となり、社会保障や税の
給付と負担の公平化が図られる。（個人番号⇒同
一人であることを確実に識別）
・情報技術を活用し、町民が社会保
障等の手続きの際、添付書類が不要
となるなどの利便性が高まる。
導入に向けた整備
①システム構築委託（今回補正：52
7万円）

　・住民基本台帳・地方税務ほか（総
務省所管）

　・国保・児童福祉・介護保険・国
民年金ほか（厚労省所管）

　・人事給与・個人番号カード印刷
ほか（町独自）

マイナンバー制度の効果
　町内に存在する廃屋等を解体及び撤去した場合、
その費用の一部を補助するもの。
補助の対象者
　廃屋の所有者若しくは所有者の相続関係者
補助対象となる廃屋
　解体撤去業者が解体及び撤去工事を行う建物
　※ 補助を受ける目的で、故意に破損させた場合
及び建て替えを目的とする場合は補助対象外

●危険廃屋・・・・ 経費の２分の１相当額、最大
50万円

●その他の廃屋・・ 経費の３分の１相当額、最大
30万円

　※ 町外の解体撤去業者が施行した場合、10分の
８を補助

補助金の趣旨

補助金の額

　旧豊住小学校について、今年度よりコミュニテ
ィーセンター的な役割を担う施設として試行的に
活用し、管理人を配置している。行き届いた管理
を行うため小学校の教員住宅を管理人住宅として
利用しているが、築35年を経過し、老朽化してい
るため、居住に適切な整備を行うもの。
　※改修工事費：345万円

旧小学校防災設備工事
①建築工事～ 窓取替え、内装修繕（床・クロス石

膏ボード・クッションフロア・引き
戸等）・流し台取替え

②電気工事～配線等
③機械工事～給湯ボイラー取替え・配管修繕ほか
　※設備工事費：344万円

旧小学校職員住宅改修工事
　老朽化した建物に対して、建物の構造耐力、経
過年数、立地条件などを総合的に調査し、老朽化
の度合いを判定するもの。
　今回、体育館等の傷み具合を把握し、財源の見
通しや増改築の方向性を検討することを目的に実
施される。

体育館の現況
・ 正規なバスケットボールコートが取れない状況
である。
・ 学芸会等の体育館で行う学校行事で不便が生じ
ている。
・ステージが狭い。
≪アリーナ部分の面積比較≫
　東藻琴小学校　382.72㎡

　⇔　女満別小学校　700.7㎡

耐力度調査とは

　11件の応募があり、役場担当課で審査した結果、
うち７件を「危険」と判定。廃屋の撤去と景観保
全を促進させるため、今回募集のあった11件すべ
てを採択とし、撤去を行う。

応募状況及び審査結果

※内閣官房ＨＰ「マイナンバー広報資料」より昨年度の総務厚生常任委員会所管事務調査で廃屋を視察

現在、コミュニテ
ィーセンターとし
て試行的に活用さ
れている、旧豊住
小学校

改修工事を行う、
管理人住宅（旧
小学校教員住
宅）

今後増改築の方向
性を検討する、東
藻琴小学校

今回耐力度調査を
行う東藻琴小学校
の体育館

（補正予算額：798万円）（補正予算額：139万円）

（補正予算額：689万円）（補正予算額：280万円）

②システム整備負担金（今回補正：271万円）
　「個人番号カード交付事業」に全国市町村が負
担する費用
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※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。また、
議会ホームページにある「会議録」もごらんください。
※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。また、

平成27年6月 定例会（6／23～24開催）で決定した
主な内容をお知らせします。

（契約の締結及び補正予算等について、全議員賛成で可決されました。）

★６月定例会の際に審議した陳情等の結果
番号 件　　　　　　　名 採　択 議員配布対応 継続審査

１ 合併特例債の適用期間の再延長を求める要望意見書 ○

２ 地方財政の充実・強化を求める要望意見書 ○

３ 平成27年度北海道最低賃金改正等に関する要望意見書 ○

４

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、

「30人以下学級」の実現を目指す教職員定数改善、就

学保障充実など2016年度国家予算編成における教育

予算確保・拡充に向けた意見書

○

５

道教委「新たな高校教育に関する指針」の見直しと地

域や子どもの実態に応じた高校作りの実現を求める意

見書

○

６ 安全保障関連法案の慎重審議を求める要望意見書 ○
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
































































































































































マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
シ
ス
テ
ム
構
築

委
託
料
な
ど
、
4
6
3
0
万
円
を
補
正

　国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
に
3
2
4

7
万
円
、
町
道
維
持
に
係
る
用
地
買
収
費
に
2
6
0

万
円
、
旧
豊
住
小
学
校
防
災
設
備
工
事
に
3
4
4
万

円
な
ど
、
総
額
8
1
億
8
5
9
2
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

 補正予算の主な内容

会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 4,630万円 81億8,592万円

国民健康保険事業特別会計 △2,316万円 13億864万円

介護サービス事業勘定特別会計 △6万円 798万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 138万円 3億6,294万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 △15万円 3億6,584万円

　＜一般会計＞
　【歳　　出】
　　旧豊住小学校教職員住宅改修工事 345万円
　　旧豊住小学校防災設備工事 344万円
　　廃屋等解体撤去補助金 139万円

⇒補正後の額439万円
　　国民健康保険事業特別会計繰出金 3,247万円
　　その他事業 555万円

　【歳　入】
　　前年度繰越金 1億1,997万円
　　財政調整基金繰入金 △8,061万円
　　その他事業 694万円

で
か
び
等
が
多
く
生
え
て
い

る
た
め
、
今
回
改
修
を
行
う

予
定
と
し
て
い
る
。

【
旧
豊
住
小
学
校
防
災
設
備

工
事
3
4
4
万
円
】

　
　
　
　
　
小
学
校
と
し
て

使
用
し
て
い
た
際
に
は
現
状

の
ま
ま
で
よ
か
っ
た
が
、
不

特
定
多
数
の
使
用
が
あ
る
場

合
は
、
今
回
の
よ
う
に
防
災

設
備
工
事
が
必
要
と
あ
る
が
、

社
会
教
育
施
設
に
す
る
前
に

こ
の
よ
う
な
問
題
は
わ
か
っ

て
い
た
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
補

正
に
つ
い
て
、
も
っ
と
早
い

時
期
に
関
係
機
関
と
協
議
を

し
な
が
ら
、
利
用
に
つ
い
て

協
議
す
る
べ
き
だ
っ
た
。
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

上
地
議
員

生
涯
学
習
課
参
事

総
合
計
画
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置

　
大
空
町
総
合
計
画
策
定
審

議
会
に
て
策
定
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
大
空
町
総
合
計

画
に
関
す
る
調
査
等
を
行
う

た
め
、
『
総
合
計
画
調
査
特

別
委
員
会
』
が
設
置
さ
れ
、

議
会
閉
会
中
の
継
続
審
議
と

な
り
ま
し
た
。

　
第
２
次
大
空
町
総
合
計
画

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成

37
年
度
の
10
年
間
の
計
画
と

な
り
ま
す
。

◆ 

総
合
計
画
調
査
特
別
委
員

会
・
委
員
長　
　
深
川　
　
曻

・
副
委
員
長　
松
田　
信
行

・ 

委
員
は
、
近
藤
議
長
を
除

く
11
名
で
す
。

2008-2015の大空町総合計画

条
　
　例

　
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
」
の
題
名
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
①
大

空
町
手
数
料
条
例
②
大
空
町

有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
狩
猟
免
許
を
持

っ
て
い
て
、
猟
友
会
等
に
入

会
し
て
い
な
い
方
は
何
人
ぐ

ら
い
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
基
本
的
に

は
、
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い

品
田
議
員

産
業
課
参
事

て
猟
友
会
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

思
う
が
、
具
体
的
な
数
字
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

国
保
税
率
の
改
定
及
び
限
度

額
の
引
き
上
げ

　
大
空
町
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
か
ら
の
答
申
に
基

づ
き
、
平
成
27
年
度
よ
り
、

国
保
税
率
の
改
定
及
び
賦
課

限
度
額
の
引
き
上
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

※
詳
細
は
左
の
表
を
参
照
く

だ
さ
い
。

契
約
の
締
結

女
満
別
運
動
公
園
野
球
場
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
内
整
備
等
工
事

　
　
女
満
別
運
動
公
園
野
球

場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
、
路

盤
・
暗
渠
、
既
存
施
設
（
本

部
席
、
ダ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
フ

ェ
ン
ス
、
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー

ン
等
）
の
撤
去
を
行
い
ま
す
。

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
株

式
会
社
ダ
イ
ナ
建
設
が
、
契

約
金
額
１
億
3
8
9
万
６
千

円
で
落
札
し
ま
し
た
。
工
期

は
平
成
27
年
12
月
22
日
ま
で

で
す
。

東
藻
琴
小
学
校
の
大
規
模

改
修
工
事

　
建
設
か
ら
44
年
、
前
回
の

大
規
模
改
修
か
ら
17
年
が
経

過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
児

童
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
提
供
す
る
た
め
、
大
き
く

分
け
て
外
壁
、
屋
根
、
建
具

を
全
面
改
修
す
る
工
事
を
行

い
ま
す
。

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

河
西
・
斉
藤
経
常
建
設
共
同

企
業
体
が
、
契
約
金
額
１
億

7
8
2
0
万
円
で
落
札
し
ま

し
た
。
工
期
は
平
成
28
年
２

月
29
日
ま
で
で
す
。

要 

望 

意 

見 

書

　
次
の
表
の
と
お
り
、
所
管

委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、

６
件
の
う
ち
４
件
を
採
択
、

２
件
を
議
員
配
布
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

○改正前後の国民健康保険税の比較

区分 改正前 改正後 増　減

医療分

所得割 6.5％ 6.5％ なし

資産割 19.0％ 19.0％ なし

均等割 27,700円 27,700円 なし

平等割 30,400円 30,400円 なし

限度額 51万円 52万円 ＋1万円

後　期
支援分

所得割 2.05％ 1.65％ △0.40％

資産割 4.0％ 4.0％ なし

均等割 7,900円 7,900円 なし

平等割 8,600円 8,600円 なし

限度額 16万円 17万円 ＋1万円

介護分

所得割 1.01％ 0.93％ △0.08％

均等割 9,800円 9,600円 △200円

平等割 6,400円 6,200円 △200円

限度額 14万円 16万円 ＋2万円
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物
品
の
購
入

臨
時
会

臨
時
会



















そ  

の  

他

専
決
処
分
の
承
認

　
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
平
成
26
年
度
大
空
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
14

号
）
、
以
上
３
件
の
承
認
を

し
ま
し
た
。

質
疑
と
答
弁

【
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
対
象
者
は
ど
の
程

度
な
の
か
。
ま
た
、
国
保
加

入
者
に
対
し
て
の
割
合
、
国

保
会
計
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

　
　
　
　
　
５
割
軽
減
で
６

世
帯
11
名
、
ま
た
、
２
割
軽

減
で
７
世
帯
９
名
が
、
新
た

に
対
象
に
な
る
。
軽
減
額
に

つ
い
て
、
５
割
軽
減
で
１
世

帯
平
均
９
万
8
8
0
0
円
の

減
額
、
２
割
軽
減
で
３
万
9

5
2
0
円
の
減
額
と
な
り
、

軽
減
し
た
分
が
国
保
会
計
に

お
い
て
収
入
が
少
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
平
成
26
年
度
大
空
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
14
号
）】

　
　
　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い

品
田
議
員

福
祉
課
長

上
地
議
員

て
、
補
助
率
10
分
の
３
で
上

限
20
万
円
と
い
う
内
閣
府
か

ら
の
通
達
は
、
い
つ
頃
確
認

し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
に
、
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
を

充
て
て
い
た
が
、
３
月
下
旬

に
実
施
計
画
を
提
出
し
た
と

こ
ろ
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
申
請
件
数
60
件

の
う
ち
不
採
択
18
件
を
国
の

補
助
の
対
象
に
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
こ
の
抽
選
会
に

参
加
さ
れ
た
方
に
対
し
、
結

果
の
報
告
は
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
不
採
択
18

件
に
つ
い
て
、
全
て
通
知
を

し
て
、
追
加
採
択
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
　
　
　
　
関
連
し
て
、
店

舗
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
つ
い

て
も
こ
の
交
付
金
に
充
て
て

い
る
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
今
回
補
正
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
は
地
域
消
費

喚
起
型
で
あ
り
、
店
舗
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
は
も
う
一
つ
の

地
方
創
生
先
行
型
の
交
付
金

の
活
用
と
い
う
こ
と
で
、
変

更
は
な
い
。

総
務
課
参
事

上
地
議
員

産
業
課
参
事

品
田
議
員

総
務
課
長

契
約
の
締
結

農
業
研
修
生
等
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
施
設
を
建
設

　
木
造
２
階
建
て
共
同
住
宅

６
戸
の
新
築
と
付
帯
施
設
、

駐
車
場
等
の
外
構
整
備
を
行

い
ま
す
。
指
名
競
争
入
札
の

結
果
、
船
橋
西
川
建
設
株
式

会
社
東
藻
琴
支
店
が
、
契
約

金
額
7
8
9
4
万
８
千
円
で

落
札
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
補
正
予
算































































































































































































































































































ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
外
壁
補
修
に

2
7
0
7
万
円
を
補
正

　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
補
助
金
に
5
1
0
万

円
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
に
8
7
5
万
円
な

ど
、
総
額
8
1
億
3
9
6
2
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

改修が始まったゲートボールセンター田中　一 氏川井政昭 氏斉藤恒一 氏

町の「塵芥収集車」

農業研修生等受入施設
は、山園ふれあいセン
ター（右写真）周辺に
建設される

町の「ロータリ除雪車」

 補正予算の主な内容

会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 4,915万円 81億3,962万円

介護保険事業勘定特別会計 194万円 7億1,523万円

　＜一般会計＞
　【歳　　出】
　　ゲートボールセンター外壁補修工事 2,707万円
　　ふるさと応援寄附事業 875万円

⇒補正後の額1,020万円

　　住宅リフォーム促進事業補助金 510万円
⇒補正後の額1,710万円

　　その他事業 823万円

　【歳       　入】       
　　一般寄付金 2,350万円

⇒補正後の額2,702万円

　　公共施設等整備基金繰入金 2,466万円
⇒補正後の額1億2,881万円

　　その他事業 99万円

物　　品 塵芥収集車
１台

ロータリ除雪車
１台

除雪トラック
１台

スクールバス
１台

購入の方法 指名競争入札 指名競争入札 指名競争入札 指名競争入札

購 入 金 額 15,984,000円 40,176,000円 47,034,000円 18,079,200円

購入の相手方 （株）たいせつ 北海道川重建機
（株）北見支店

ＵＤトラックス道東
（株）網走営業所 （株）たいせつ

議会広報コンクールで「入選」しました!!
　平成27年２月13日に発行した、大空町議会だより第35号が、北海道町村議会議長会主催の「第35
回町村議会広報コンクール」で「入選」を果たしました！

第35回優良議会広報表彰結果
●特選（最優秀賞）
　　空知管内　沼田町議会
●入選（優秀賞）
　　オホーツク管内　大空町議会
　　後志管内　　　　仁木町議会
　　檜山管内　　　　江差町議会

 皆さまに、より一層親しまれる「議
会だより」にしていけるよう、今後
も努力いたします。

平成27年5月 臨時会（5/25開催）で決定した
主な内容をお知らせします。

（人事案件及び補正予算等について、全議員賛成で可決されました。）

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
平
成
27
年
６
月
11
日
で
任

期
が
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
田
中
一
委
員
、
藤

井
清
志
委
員
の
後
任
委
員
と

し
て
川
井
政
昭
委
員
及
び
番

場
理
委
員
の
後
任
委
員
と
し

て
斉
藤
恒
一
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
、
議
会
と
し
て
同
意

し
ま
し
た
。

新規

塵
芥
収
集
車
及
び
ス
ク
ー
ル

バ
ス
等
の
購
入
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一
般
質
問

一
般
質
問

（一般質問4人）（一般質問4人）（一般質問4人）

町政を問う！ 平成27年第２回定例会
では、４人の議員から町
の施策などに関する一
般質問が行われました。
※ 質問、答弁の内容は、要約し
て掲載しています。詳細は
議会ホームページ及び両地
区図書館で閲覧できる会議
録をご覧ください。

近
隣
の
市
町
と
連
携
を
図
り
、ど
の
よ
う
な

取
組
み
が
で
き
る
か
研
究
し
た
い

答
予
防
対
策
に
つ
い
て
、町
で
取
り
組
む

　
　
　
　姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
か

問品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
症
は
、
寄
生
虫
を
持
つ

エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
を
捕
食
す

る
こ
と
に
よ
り
キ
タ
キ
ツ
ネ

が
感
染
し
、
そ
の
糞
が
大
気

中
に
飛
散
し
、
人
体
に
入
る

こ
と
に
よ
り
感
染
す
る
病
気

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
町
の

感
染
者
は
ど
の
く
ら
い
い
る

の
か
、
特
定
健
診
の
助
成
に

よ
る
受
診
率
は
ど
の
程
度
か
、

キ
ツ
ネ
の
感
染
率
は
40
％
以

上
と
言
わ
れ
て
お
り
、
小
清

水
町
や
根
室
市
等
の
駆
虫
薬

散
布
の
取
り
組
み
方
を
見
て
、

当
町
に
お
い
て
取
り
組
む
姿

勢
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ

う
し
て
、
キ
ツ
ネ
の
感
染
率

を
抑
え
る
手
だ
て
を
講
じ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
確

認
で
き
る
国
保
加

入
者
で
、
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
症
の
発

症
を
把
握
し
て
い

る
の
は
６
名
で
あ

る
。
町
で
は
、
毎

年
小
学
校
３
年
生

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
確

山
下
町
長

と
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
、

町
内
の
医
療
機
関
で
健
診
を

行
っ
て
い
る
。
成
人
の
方
に

つ
い
て
は
５
年
に
１
回
、
集

団
健
診
時
に
確
認
を
し
て
い

る
。

　
対
策
と
し
て
、
駆
虫
薬
を

用
い
て
、
キ
ツ
ネ
に
捕
食
さ

せ
る
こ
と
で
体
内
か
ら
寄
生

虫
を
排
除
さ
せ
、
キ
ツ
ネ
の

感
染
率
を
下
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
人
へ
の
感
染
リ
ス
ク
も

下
げ
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

こ
の
対
策
は
、
道
内
で
は
小

清
水
町
や
根
室
市
な
ど
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
散
布
方
法

や
費
用
負
担
の
あ
り
方
、
そ

し
て
キ
ツ
ネ
の
感
染
率
調
査

な
ど
を
検
討
し
て
取
組
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
る
。
効
果
を

上
げ
る
た
め
に
は
近
隣
の
市

町
と
も
連
携
を
図
り
、
本
町

で
も
実
施
す
る
場
合
に
つ
い

て
の
方
法
を
検
討
し
て
み
た

い
。品田

議
員

　
　
　
　
　
　
近
隣
市
町
村

広
域
で
や
る
の
が
よ
ろ
し
い

か
と
思
う
。
あ
と
最
近
は
、

動
物
園
や
植
物
園
、
大
学
な

ど
、
自
ら
施
設
に
ま
く
こ
と

が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
の
で
、
自
治
体

で
急
い
で
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
。

思
う
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
す
で
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
過
や
情
報
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
私
ど
も

も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
で
き

る
か
、
研
究
し
た
い
と
思
う
。

現
在
、
健
診
は
福
祉
課
、
キ

ツ
ネ
そ
の
も
の
の
駆
除
で
は

産
業
課
、
た
だ
駆
虫
剤
の
散

布
と
な
る
と
住
民
課
の
所
管

と
な
る
の
で
、
関
連
す
る
課
、

総
動
員
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
か
ら
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

総
合
計
画
の
中
の
観
光
分
野
を
抜
き
出
し
、

観
光
振
興
計
画
と
い
う
形
で
ス
ト
ー
リ
ー
の

あ
る
取
組
み
を
行
って
い
き
た
い

答
町
の
観
光
の
分
析
、何
が
足
り
な
い
か
、

や
る
ぞ
と
い
う
気
構
え
を
持
つ
べ
き

問品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
日
本
政
策
投

資
銀
行
北
海
道
支
店
で
公
表

さ
れ
た
、
観
光
力
、
観
光
ま

ち
度
に
つ
い
て
、
大
空
町
は

観
光
力
が
道
内
52
位
、
観
光

ま
ち
度
が
道
内
39
位
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
何
を
学
ぼ
う
と
す

る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

で
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
町
長
は
こ
こ
か
ら
何
を

感
じ
得
ら
れ
た
か
。

　
総
合
計
画
の
中
で
の
「
観

光
計
画
」
は
ど
の
よ
う
な
位

置
付
け
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
国
の
地
方
創
生
先
行

型
の
交
付
金
に
は
、
観
光
振

興
が
大
き
く
謳
わ
れ
て
お
り
、

総
合
戦
略
を
描
く
上
で
重
要

な
パ
ー
ツ
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
成

果
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
人
口
規
模
の

多
い
都
市
や
大
型
リ
ゾ
ー
ト

地
を
抱
え
る
町
が
ラ
ン
ク
に

入
る
中
、
感
じ
て
い
た
よ
り

も
高
い
ラ
ン
ク
に
あ
っ
た
。

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て

は
十
分
分
析
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
観
光
は
一
つ
の
市

町
村
で
完
結
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
近
隣
の
市
町
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
大
空
町

と
し
て
の
役
割
、
そ
う
い
う

も
の
を
考
え
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
空

港
利
用
者
を
拡
大
し
、
こ
の

地
域
に
観
光
客
を
呼
び
寄
せ

る
こ
と
が
大
き
な
役
割
で
あ

り
、
地
域
の
食
を
通
じ
た
産

品
の
提
供
、
自
然
体
験
型
の

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
提
供

す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
を
旨

と
し
て
観
光
振
興
に
あ
た
っ

て
い
く
。

　
観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て

は
、
総
合
計
画
の
中
の
基
本

構
想
、
基
本
計
画
を
受
け
、

具
現
化
し
て
策
定
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
町
と
し
て
総
合
戦
略
の
策

定
に
向
け
て
進
め
て
い
る
が
、

基
本
目
標
の
中
に
、
「
交
流

人
口
の
増
大
」
と
い
う
も
の

を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
観
点

か
ら
は
「
観
光
」
が
重
要
と

考
え
て
い
る
の
で
、
し
っ
か

り
と
位
置
付
け
を
し
て
い
く
。

り
と
位
置
付
け
を
し
て
い
く
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
町
の
特
質
、

特
性
、
従
来
あ
る
も
の
、
ま

た
後
付
け
で
も
、
大
空
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
事
象
、
そ

れ
を
利
用
し
て
上
乗
せ
効
果

で
も
っ
て
い
く
、
ベ
ー
ス
は

あ
く
ま
で
農
村
景
観
で
あ
る
。

町
の
観
光
の
分
析
、
何
が
足

り
な
い
か
、
や
る
ぞ
と
い
う

気
構
え
を
も
っ
て
計
画
を
立

て
て
い
く
、
そ
れ
が
大
事
だ

ろ
う
と
思
う
。

ろ
う
と
思
う
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
観

光
振
興
計
画
は
持
ち
得
て
い

な
か
っ
た
。
あ
る
の
は
総
合

計
画
だ
け
で
、
結
果
場
当
た

り
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

指
摘
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
、

今
回
の
総
合
計
画
に
あ
わ
せ

て
、
観
光
分
野
に
関
連
す
る

と
こ
ろ
を
抜
き
出
し
て
改
め

て
観
光
振
興
計
画
と
い
う
形

で
銘
打
っ
て
、
意
識
を
統
一

す
る
の
と
、
そ
の
中
で
ス
ト

ー
リ
ー
の
あ
る
取
組
み
を
行

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

い
と
考
え
て
い
る
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
私
も
市
街
地

で
商
売
を
す
る
商
売
人
で
あ

り
、
市
街
地
の
現
況
は
胸
の

苦
し
く
な
る
日
々
で
あ
る
。

た
だ
し
町
は
な
く
な
ら
な
い

は
ず
だ
し
、
交
流

人
口
は
増
え
て
ほ

し
い
と
思
う
。
観

光
客
の
一
人
で
も

多
く
こ
の
町
に
滞

在
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
商
売
で
市

街
地
を
潤
そ
う
と

す
る
人
も
増
え
る

だ
ろ
う
と
。
こ
の

観
光
と
い
う
手
だ

て
の
中
で
、
全
体

の
活
性
力
を
何
か

ら
得
る
べ
き
か
を

①エキノコックス症
感染予防対策は必要ないか

品田　好博　議員一般質問時間：50分

②わが町の観光力・観光
まち度はどの程度か、観
光力を伸ばす手だては

考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

は
な
い
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
観
光
振
興
計

画
は
、
単
に
入
込
客
数
を
増

や
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、
来

て
い
た
だ
い
た
方
が
何
日
滞

在
し
て
く
れ
る
か
、
い
く
ら

地
域
で
消
費
活
動
を
行
っ
て

く
れ
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ

も
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
識
を

持
っ
た
中
で
計
画
策
定
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、

総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
国
は
思
い
切
っ
た
取

組
み
が
必
要
と
言
っ
て
お
り
、

い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
き
た

側
面
も
あ
る
が
、
新
し
い
発

想
を
持
ち
な
が
ら
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

過去５年間で最高の入園者数（約92,000
人）だった今年の芝桜まつり

観光力・観光まち度
順位

（観光力） 市町村名 観光力 観光まち度

１ 札 幌 市 12983 6.7

〜

14 北 見 市 766 6.2

15 網 走 市 689 18

〜

18 斜 里 町 462 51.2

〜

30 弟子屈町 382 47.7

〜

52 大 空 町 191 24.4

健診の受診者数及び受診率

Ｈ20 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

小３・
中２　 受診者数 － 62人 80人 83人 58人 59人

成　人 受診者数 423人 － － － 620人 －
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一
般
質
問

一
般
質
問

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
制
度
の
中
身

に
つ
い
て
今
だ
に
ほ
と
ん
ど

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
中
、
番

号
の
利
用
開
始
ま
で
に
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
い
く
の
か
。
制
度

に
よ
り
行
政
手
続
き
の
簡
素

化
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
が
、

反
面
、
情
報
の
流
出
と
い
っ

た
問
題
が
懸
念
さ
れ
、
個
人

情
報
の
保
護
の
観
点
か
ら
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
に
は

ど
う
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、

制
度
導
入
に
あ
た
り
、
町
で

も
多
額
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
改
修
や

条
例
の
見
直
し
が
必
要
と
思

う
が
、
ど
の
程
度
整
っ
て
い

る
の
か
。

る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
周
知
に
つ
い

て
、
広
報
誌
や
壁

新
聞
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
わ
か

り
や
す
く
お
伝
え

を
し
、
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
な
ど
で
も

説
明
、
ま
た
、
自

治
会
長
や
民
生
委

員
の
方
々
な
ど
へ
の
説
明
会

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に

つ
い
て
、
町
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
網
と
、
総
合
行

政
シ
ス
テ
ム
と
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
で
利
用
す
る
通
信
網

の
２
系
統
を
利
用
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

現
状
で
で
き
る
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、

あ
わ
せ
て
企
業
が
推
奨
す
る

対
策
を
講
じ
、
さ
ら
に
管
理

す
る
職
員
の
意
識
付
け
を
し

っ
か
り
し
て
い
く
こ
と
が
、

町
と
し
て
の
役
割
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
町
民
の
皆

さ
ん
へ
の
お
願
い
と
し
て
、

個
人
番
号
の
管
理
に
つ
い
て
、

行
政
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ご

自
身
が
管
理
し
て
い
た
だ
く

面
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
周
知
や
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
シ
ス
テ
ム
面
に
つ
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
・
税
・
社
会

保
障
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
あ

わ
せ
て
３
つ
の
改
修
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
関
係
例
規
の

見
直
し
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
、
現
在
作
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
個
人
番
号
カ

ー
ド
は
申
請
し
な
い
と
手
元

に
届
か
な
い
と
い
う
も
の
だ

が
、
通
知
カ
ー
ド
と
ど
う
違

う
の
か
。

う
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　

１
回
目
の
通

知
カ
ー
ド
は
紙
で
あ
り
、
そ

れ
を
も
と
に
発
行
を
申
請
す

る
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
入
り
の
カ
ー
ド
に
な

る
。
る
。田中

議
員

　
　
　
　
　
　
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
で
は
、
特
定
の
機

関
に
共
通
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
し
て
情
報
を
や
り
と

り
す
る
一
元
管
理
で
は
な
く
、

各
機
関
が
管
理
し
て
い
る
個

人
情
報
は
引
き
続
き
当
該
機

関
で
管
理
し
て
も
ら
い
、
必

要
な
情
報
を
必
要
な
と
き
だ

け
や
り
と
り
す
る
分
散
管
理

を
取
っ
て
い
る
が
、
こ
の
際
、

各
機
関
か
ら
情
報
の
漏
え
い

と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。
か
。山下

町
長

　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
的

な
こ
と
よ
り
も
、
人
が
管
理

す
る
中
で
、
い
か
に
意
識
を

①マイナンバー制度の
　まちの対応は

田中　裕之　議員一般質問時間：26分

制
度
を
活
用
し
、皆
さ
ん
の
負
担
が
減
る
よ
う

な
、そ
ん
な
取
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い

答
町
民
の
皆
さ
ん
に
不
安
が
な
い
制
度
の

導
入
を
お
願
い
し
た
い

問

【マイナンバー制度とは】

　住民票を有するすべての方に、一人ひとつの番号を付し、社

会保障、税、災害対策の分野で複数の機関に存在する個人の

番号が、同一人の情報であることを確認するために活用され

るもの。

　本年10月以降、町から12ケタのマイナンバーの通知が始

まり、平成28年１月以降、年金、医療保険、税の手続きなど

で使用が開始され、行政機関や医療保険者、勤務先などに提

供することになる。

今
後
免
許
を
返
納
さ
れ
る
方
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、施
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い

答
新
た
な
交
通
手
段
の
確
保
な
ど
の

考
え
は
あ
る
か

問

実
際
に
施
設
に
空
き
が
あ
る
状
態
で
は

な
い
の
で
、慎
重
に
考
え
て
い
く

答
大
空
町
が
、
医
療
・
介
護
施
設
に

余
力
の
あ
る
準
地
域
と
さ
れ
た
が

問

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
高
齢
者
が
当

事
者
と
な
る
交
通
事
故
が
増

加
傾
向
に
あ
る
中
、
平
成
26

年
に
、
３
回
以
上
事
故
を
起

こ
し
た
65
歳
以
上
の
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
は
3
4
6
人
に
な

る
こ
と
が
道
警
の
ま
と
め
で

わ
か
っ
た
。
道
警
は
自
宅
訪

問
の
上
直
接
指
導
し
、
免
許

の
自
主
返
納
も
進
め
て
い
る

が
応
じ
る
人
は
少
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
町
と
し
て
こ

の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

る
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
は
、

高
齢
者
の
方
々
が
運
転
免
許

を
自
主
返
納
し
て
も
困
ら
な

い
よ
う
、
で
き
る
だ
け
移
動

手
段
を
多
様
に
確
保
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
混
乗
、

患
者
輸
送
バ
ス
、

外
出
支
援
タ
ク
シ

ー
の
試
験
運
行
を

実
施
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
道
路
交
通
法

の
改
正
に
よ
り
、
免
許
更
新

時
に
認
知
症
の
お
そ
れ
と
判

定
さ
れ
た
場
合
、
医
師
診
断

を
義
務
付
け
、
診
断
が
出
れ

ば
免
許
停
止
か
取
消
し
と
な

る
が
、
今
後
、
免
許
停
止
等

が
増
え
た
場
合
、
現
在
の
支

援
で
は
対
応
で
き
な
い
と
思

う
が
、
新
た
に
交
通
手
段
の

確
保
な
ど
、
高
齢
者
の
方
々

の
生
活
を
見
据
え
た
考
え
は

あ
る
の
か
。

※北海道警察ホームページより

①高齢者の交通事故増加に対する対策は
②都市圏の高齢者の移住に関する考えは

上地　史隆　議員一般質問時間：46分

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
日
本
創
生
会

議
が
東
京
圏
の
高
齢
者
が
今

後
急
増
す
る
対
策
と
し
て
、

医
療
・
介
護
施
設
に
余
力
の

あ
る
と
評
価
し
た
全
国
41
地

域
、
道
内
６
地
域
へ
の
移
住

に
つ
い
て
提
言
し
た
。
大
空

町
は
、
介
護
施
設
を
整
備
す

れ
ば
移
住
の
適
地
に
な
り
う

る
準
地
域
と
さ
れ
た
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

に
お
考
え
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
従
来
、
第
２

の
人
生
を
送
ら
れ
る
場
と
し

て
、
町
に
魅
力
を
感
じ
て
移

住
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
定
住

促
進
と
い
う
観
点
か
ら
歓
迎

し
た
い
し
、
そ
う
い
う
方
策

も
取
っ
て
い
る
。
今
回
の
よ

う
に
、
介
護
施
設
の
入
所
だ

け
を
考
慮
し
て
移
住
す
る
場

合
は
、
町
で
は
施
設
に
空
き

が
あ
る
状
態
で
は
な
い
し
、

待
機
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
介
護
保
険
料
や
医
療
費

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
今
の
段
階
で

拡
充
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

内
容
は
な
い
が
、
今
後
免
許

を
返
納
さ
れ
る
方
の
意
見
な

ど
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
形
で
あ
れ
ば
自
由

度
が
高
ま
る
の
か
、
お
聞
き

を
し
て
施
策
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。

旭川

室蘭

函館 帯広

釧路

北見

医療レベル6以上、介
護レベル4以上の大都
市、地方都市

医療レベル6以上、介
護レベル3の地方都市
（準地域）

医療・介護に余力のある地域

そのうち、65歳以上の方は…
件　数 ２, ９０６件
死　者 ７５人
傷　者 １, ８８３人

高
め
て
人
を
介
し
た
漏
え
い

が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

か
が
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と

思
う
。

思
う
。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
町
民
の
皆
さ

ん
に
不
安
が
な
い
制
度
の
導

入
と
、
効
果
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た

い
。
い
。山下

町
長

　
　
　
　
　
　
最
大
限
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
、
考
え

一口
　メモ

方
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
、
運
用
の
仕

方
に
よ
っ
て
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
思
う
の
で
、
こ
の

制
度
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
負
担
が
減
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
取
組
み
も
今
後
考
え

て
い
き
た
い
。
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を
是
正
し
、
医
療
費
の
抑
制

を
図
る
た
め
、
１
〜
２
割
程

度
の
病
床
数
の
削
減
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
今
後
求
め
ら

れ
る
地
域
の
必
要
な
医
療
体

制
に
つ
い
て
、
要
望
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
対
す
る

包
括
的
な
体
制
の
整
備
が
必

要
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、

救
急
医
療
体
制
の
充
実
、
療

養
型
病
床
の
確
保
、
医
療
従

事
者
の
確
保
、
医
療
機
器
・

施
設
等
の
整
備
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
基
幹

病
院
の
女
満
別
中
央
病
院
に

は
、
町
が
計
画
す
る
保
健
医

療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
医
療
制
度
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
現
状
の
中
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
は
、
地
域
医
療
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
に

立
ち
、
地
域
医
療
構
想
策
定

に
お
け
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
医
療

圏
域
に
お
け
る
影
響
は
ど
う

か
。
大
空
町
の
医
療
機
関
の

状
況
・
課
題
や
、
今
後
求
め

ら
れ
る
必
要
な
医
療
提
供
体

制
の
確
保
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

て
伺
い
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
地
域
医
療
構

想
の
北
海
道
の
策
定
の
考
え

方
だ
が
、
病
床
の
地
域
格
差

一
般
質
問

一
般
質
問

な
ど
、
町
の
財
政
負
担
も
一

層
増
加
し
て
い
く
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
慎
重
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
政
府
は
、
大

都
市
の
高
齢
者
に
元
気
な
う

ち
か
ら
移
り
住
ん
で
も
ら
い
、

仕
事
や
生
涯
学
習
を
通
じ
、

社
会
参
加
を
支
援
し
、
道
内

31
市
町
村
を
含
む
2
0
2
自

治
体
の
一
部
で
、
来
年
度
モ

デ
ル
事
業
を
行
う
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
町
の
考
え

は
ど
う
か
。

は
ど
う
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方
々
の

移
住
に
つ
い
て
、
交
流
人
口

を
増
や
し
、
最
終
的
に
は
そ

の
方
々
が
定
住
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
い
う

思
い
を
含
め
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
ん
な
中
、
今
回
の

地
方
創
生
基
本
方
針
の
目
標

の
中
に
は
、
こ
う
い
う
移
住

を
進
め
る
と
い
う
こ
と
も
大

き
な
要
素
と
し
て
入
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。
介
護
だ

け
で
来
て
い
た
だ
く
こ
と
に

は
疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、

移
住
と
い
う
こ
と
全
般
に
対

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
し
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
鳥
獣
に
よ
る

農
業
被
害
は
深
刻
で
あ
り
、

人
身
に
関
わ
る
よ
う
な
熊
の

出
没
も
増
加
し
て
お
り
、
猟

友
会
会
員
の
高
齢
化
と
減
少

が
続
け
ば
、
鳥
獣
を
駆
除
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
思

う
が
、
町
の
現
状
は
ど
う
か
。

う
が
、
町
の
現
状
は
ど
う
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
業
被
害
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
度
で
見
る
と
、
面

積
で
約
8
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

総
額
で
約
4
4
0
0
万
円
の

被
害
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
来
、

お
よ
そ
5
0
0
0
万
円
内
外

の
被
害
額
で
、
90
％
以
上
が

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
被
害
と
な

っ
て
い
る
。
町
で
は
猟
友
会

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ

き
一
斉
駆
除
に
あ
た
っ
て
い

る
。
猟
友
会
は
、
平
成
27
年

３
月
末
の
会
員
数
が
42
名
、

平
均
年
齢
が
55
・
１
歳
で
あ

り
、
年
々
減
少
し
高
齢
化
し

て
い
る
状
況
が
あ
る
た
め
、

狩
猟
免
許
取
得
等
を
支
援
す

る
制
度
を
創
設
し
て
い
る
。

ハ
ン
タ
ー
の
方
の
新
規
の
掘

り
起
し
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
駆
除
で
き
る
人
材

の
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
ハ
ン
タ
ー
に

な
る
に
は
銃
関
係
の
経
費
も

か
か
る
。
若
い
人
が
そ
れ
ら

の
購
入
を
受
け
、
そ
れ
ら
の

助
成
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。
は
。山下

町
長

　
　
　
　
　
　
ど
こ
ま
で
の

分
野
を
町
と
し
て
応
援
す
る

べ
き
か
、
猟
友
会
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
い
て
判
断
す
る
。

ハ
ン
タ
ー
の
育
成
・
確
保
と

い
う
側
面
と
、
例
え
ば
銃
を

持
た
な
い
に
し
て
も
、
罠
を

設
置
す
る
と
か
、
エ
ゾ
シ
カ

を
防
ぐ
柵
の
密
度
を
高
め
る

と
か
、
そ
う
い
う
充
実
を
も

っ
て
、
鳥
獣
被
害
と
い
う
も

の
を
軽
減
し
て
い
く
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

ハ
ン
タ
ー
の
方
の
新
規
掘
り
起
し
、ま
た

人
材
育
成
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

答
猟
友
会
会
員
の
高
齢
化
と
減
少
に

つ
い
て
、
町
の
現
状
は

問

③鳥獣被害に対する支援を検討して
いるか

上地　史隆　議員

大空町の医療を支える女満別中央病院（左写真）と東藻琴診療所（右写真）

①大空町の医療の体制は
どうか

松田　信行　議員一般質問時間：58分

要
望
、早
期
発
見
、早
期
治
療
に
対
す
る

包
括
的
な
体
制
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る

答
今
後
求
め
ら
れ
る
、必
要
な
医
療
提
供

体
制
の
確
保
の
考
え
方
は

問

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

町
で
は
町
有
地
の
無
償
貸
付

や
財
政
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
地
域
医
療
が
し
っ
か

り
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

町
民
の
不
安
に
つ
な
が
る
の

で
、
地
域
の
医
療
を
守
る
こ

と
は
大
切
な
使
命
だ
と
考
え

て
い
る
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
町
の
消
防
署

に
は
16
名
の
救
急
救
命
士
が

お
り
万
全
の
体
制
か
な
と
理

解
す
る
が
、
そ
の
中
で
い
ろ

い
ろ
な
医
療
の
施
し
が
で
き

る
救
急
救
命
士
は
何
人
い
る

の
か
。

の
か
。

福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
16
名
の
救
急

救
命
士
の
う
ち
、
気
管
挿
管

が
で
き
る
の
は
５
名
、
薬
剤

投
与
が
で
き
る
の
は
13
名
、

心
肺
停
止
時
の
静
脈
路
の
確

保
を
し
て
ブ
ド
ウ
糖
を
投
与

で
き
る
者
は
１
名
と
な
っ
て

い
る
。

い
る
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
ブ
ド
ウ
糖
を

投
与
で
き
る
１
名
の
救
急
救

命
士
は
、
相
当
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
中
で
負
担
が
か
か
る

の
で
は
な
い
か
、
今
後
負
担

の
か
か
ら
な
い
体
制
に
、
少

し
ず
つ
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
い
。山下

町
長

　
　
　
　
　
　
現
場
の
意
見

も
採
用
し
な
が
ら
、
ま
た
、

医
療
機
関
の
協
力
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
体
制
整
備
に
つ

い
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

い
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
昨
今
医
療
機

関
は
、
診
療
報
酬
の
改
定
な

ど
、
財
政
的
に
厳
し
い
状
況

で
あ
り
、
近
隣
で
も
財
政
支

援
を
増
や
し
て
い
る
市
町
村

も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
当
町

で
は
ど
う
考
え
る
か
。

で
は
ど
う
考
え
る
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
女
満
別
中
央

病
院
の
経
営
に
つ
い
て
、
補

助
金
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
指
定
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
経
営

状
況
な
ど
も
伺
っ
て
い
る
。

大
変
収
支
は
厳
し
い
が
、
社

会
的
な
使
命
を
果
た
し
て
い

る
意
義
は
非
常
に
大
き
い
と

思
う
の
で
、
今
後
も
し
っ
か

り
と
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
「
地
域
の
医

療
機
関
を
確
保
す
る
た
め
に

は
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
１
に
行
政
の
姿
勢
、

２
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
３
に

介
護
ス
タ
ッ
フ
、
４
に
医
療

機
器
、
５
に
町
民
、
だ
そ
う

で
あ
る
。
町
民
も
医
療
に
つ

い
て
の
認
識
、
医
療
機
関
と

町
民
の
考
え
方
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
っ
て
は
地
域
医
療
を
守

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
行
政
、

医
療
機
関
、
町
民
が
一
体
と

な
ら
な
い
と
医
療
の
確
保
は

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
ど

う
あ
る
べ
き
か
再
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

だ
き
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
今
ま
さ
に
行

政
と
医
療
と
の
関
わ
り
方
が

問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
女

【地域医療構想】

　北海道が、2025年の医療
需要と病床の必要量を推計し、
定めるもの。
　目指すべき医療提供体制を
実現するため、医療従事者の
確保・養成等の内容が盛り込
まれている。

一口
　メモ

一 般 質 問 の 際、「 対 面 式 」 導 入

　大空町議会では、平成
27年第１回定例会より、
「質問席」を設け、一般
質問の際は、「対面」に
て行うことにしました。
この取組みは、町長はじ
め執行機関との間に緊張
感のある関係を築くこと
ができ、全地方議会でも、
議会改革の一つとして進
められているものです。
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議会だよりへのご意見・ご要望を募集します！

【ご意見・ご要望などはこちらまで】 〒099-2392　大空町女満別西３条４丁目１番１号 大空町役場内
大空町議会事務局　TEL:0152-74-2111（内線266）

　『議会広報常任委員会』では、より読みやすく、親しみやすい広報誌を目
指して、常に検討しながら作業にあたっています。
　皆さんのご意見・ご要望をどんどんお寄せ下さい。お待ちしています。

国への要望意見書を
全会一致で採択

　
次
の
と
お
り
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、
国
に
対
し
て
４
件
の
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
　合
併
特
例
債
の
適
用
期
間
の
再
延
長
を
求
め
る

　
　要
望
意
見
書

　
建
設
需
要
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
建
設
資
材
の
高
騰
や
技
術
者
の
不
足
が
み
ら

れ
、
建
設
事
業
年
度
の
延
長
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
合
併
市
町
村
が
続
出
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
を
再
度
延
長
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　
　地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
要
望
意
見
書

　
平
成
28
年
度
の
政
府
予
算
、
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
り
、
地
方
自
治
体
の
財

政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ
に
見
合
う
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を
は
か

る
こ
と
、
な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　安
全
保
障
関
連
法
案
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
要
望
意
見
書

　
現
在
国
会
で
審
議
中
の「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
」「
国
際
平
和
支
援
法
案
」

は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
や
後
方
支
援
活
動
の
世
界
的
規
模
の
展
開
な
ど
に
つ

い
て
、
大
き
な
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。
安
倍
総
理
は
法
案
の
審
議
が
生
煮
え
の
ま

ま
で
、
数
の
論
理
で
決
着
を
つ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
疑
問
が
残
る
。
安
全

保
障
関
連
法
案
の
国
会
審
議
に
は
解
明
す
べ
き
問
題
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
拙
速
に
結
論
を
だ
し
た
り
せ
ず
、
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
審
議
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　平
成
27
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改
正
等
に
関
す
る

　
　要
望
意
見
書

　
地
域
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
早
期
に
8
0
0
円
を
確
保
し
、
平
成
32
年
ま
で
に

全
国
平
均
1
0
0
0
円
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済

の
好
循
環
の
実
現
に
向
け
て
、
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

採
択

採
択

採
択

採
択

満
別
中
央
病
院
と
東
藻
琴
診

療
所
に
限
り
、
助
成
制
度
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
願
い
し

て
、
か
か
り
つ
け
と
な
っ
て

も
ら
う
よ
う
誘
導
も
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
毎
年
行
う
ふ

れ
あ
い
ト
ー
ク
の
中
で
、
救

急
医
療
の
状
況
と
町
の
医
療

の
状
況
は
、
毎
回
欠
か
さ
ず

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
も
町
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。平成26年度ふれあい

トーク資料より（「町
内医療機関」、「網走
市内医療機関」、「北
見赤十字病院」、「そ
の他医療機関」への年
度別救急搬送状況）

委員会レポート
　総務厚生、産業建設文教、議会広報の３常任委員会では、議会閉会中も委員会
が所管する項目などの調査を随時行っており、その概要をお知らせします。

OZORA
MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総務厚生常任委員会

　主な審議項目 説　明　概　要　等

外出支援タクシー試験運行事業
・登録者数～東藻琴地区24名、女満別地区95名
・期間を延長して検証を行うと判断、現予算で対応可能と思わ
れる11月末まで試験運行を延長

臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時
特例給付金

・該当になれば両給付金の支給も可
・臨時福祉給付金～１人につき6000円
・子育て世帯臨時特例給付金～対象児童１人につき3000円

ふるさと応援寄附金の採納状況
・平成26年度の採納状況～述べ41件、25,155,000円
・平成27年度の採納状況～述べ239件、6,172,000円
（5／ 12現在）

◆上記のほか、「税条例の一部改正」など全５項目を審議

●第２回〔平成27年５月18日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等

土地売払い
・女満別中央地区の町有地の売払い
・相手方～（株）そうけん
・用途～女満別空港で使用する除雪用重機の駐車場

塵芥収集車物損事故に係る和解
・塵芥収集車の損害額～７71,049円
・過失割合～①相手側85％、②町側15％
・町責任額～ 13,650円

特定公共賃貸住宅入居促進対策
・プラン「入居要件を緩和し、単身者を入居可能に」に着手し、
平成28年度に予定している、長寿命化計画の見直しの時点で、
入居促進対策の効果を判断

葬斎場１号炉霊台車更新修繕
・葬斎場の火葬炉について、１号炉の霊台車の駆動輪が欠けて
いるのを発見
・新規製造することとし、費用280万円、納期３か月

大空町10年記念表彰要綱等の制定
・表彰の種類～①特別功労、②一般功労
・表彰の基準～功労の種類ごとに20年以上在職している者又
は在職していた者
・表彰授与日～町表彰式に併せて実施

◆上記のほか、「次期網走市大空定住自立圏共生ビジョンの策定」など全11項目を審議

●第３回〔平成27年６月11日開催〕

ふるさと応援寄附
金の特産品贈呈で
一番人気の「チー
ズセット」

平成26年度の
町表彰式

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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【町村議会議長・副議長研修会（東京都）（5/26 ～ 5/27】
　　「これからの町村議会を考える」をテーマに研修会が開催され、全国各地から議長・副議長等、約
1600人が参集し、大空町議会からは近藤議長、深川副議長が出席しました。 

【札幌地区女満別会（6/6）】
　　「第36回総会」が札幌市で開催され、近藤議長、松岡議員が出席しました。

【大空町10年記念総合消防演習（6/28）】
　　大空町10年記念にあたり、幼少年女性防火委員会をはじめ、
女満別小学校金管クラブ、両消防団合同での総合消防演習が行
われました。各議員が出席しました。

【第43回交通安全・第65回社会を明るくする運動大会（7/1）】
　　交通事故の撲滅と犯罪のない健全で明るく住みよい町づくり
をめざして、各学校や更生保護女性会からの大会決議や、標語
の入選作品の発表、北海道警察音楽隊演奏・カラーガード隊演
舞などが行われ、各議員が出席しました。

【第60回オホーツク管内社会福祉大会（7/2）】
　　管内の社会福祉関係者が一堂に会し、「人々の生活拠点である地域に根ざした、お互いに助け合い、
安心して生活が営めるような地域社会を築くこと」などについて学び、地域福祉の推進を図ることを
目的に開催され、深川副議長が出席しました。

【全道町村議会議員研修会（7/7）】
　　札幌市で開催され、本町議会から１１名の議員が参加し、研修を受けました。
　○「地方議会を取り巻く最近の動向」　　　　　　○「これからの政局・政治動向」
　　中央大学　名誉教授　今村　都南雄　氏　　　　　テレビ朝日コメンテーター　川村　晃司　氏

議 会 活 動 掲 示 板

委
員
会
レ
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主な審議項目 説　明　概　要　等

まち・ひと・しごと創生総合戦略
・まち・ひと・しごと創生総合戦略骨子（案）の説明
・総合戦略の進捗において、基本目標ごとに実現すべき成果
に係る数値目標を掲げ、具体的な施策ごとに評価指標を設定
する。

●第５回総務厚生・第５回産業建設文教〔平成27年6月24日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等
防風保安林からの倒木による墓石外
柵破断

・防風保安林内のトドマツが腐食により倒れ、墓地の外柵を破断
・賠償は全国町村会総合賠償補償保険で対応

農業農村多面的機能支払交付金事業
の活動計画及び活動状況

・活動計画～①農地維持支払・・・地域資源の基礎的保全活動、
②資源向上支払・・・地域資源の質的向上を図る共同活動（施
設の軽微な補修など）

イチオシまつりへの参加
・ケーズデンキ月寒ドーム特設会場にて道内50市町村が参加、
特産品の販売と併せて、ＨＴＢ各番組での放送やステージイ
ベント、当日の放送による町のＰＲ

駅前農協倉庫観光案内看板の撤去
・塗装の薄れや掲載情報が古いこと、国道を走行する際に樹
木の繁茂や電柱などで見えないこと、などの理由により看板
の必要性がなくなったことによる看板の撤去

女満別空港ビルテナント運営状況

・売り上げ目標に対して１１２・５％、２月は吹雪が多かっ
たことから目標を下回った。職員５名がシフトで入っており、
全体売り上げの３割が収益としても、人件費でかかっている
ものと考えている。
・産業開発公社、乳酪館の商品が上位を占めていることから、
他店とは差別化された中で地域の特産品を販売、４月からは
アスパラが上位を占めている。

◆上記のほか、「東藻琴小学校体育館耐力度調査の実施」など全８項目を審議

●第３回〔平成27年６月11日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等

東藻琴高等学校実習備品の購入
・購入備品～スタッファー　１台　190万円
・農業実習や東高マルシェの販売会等で多く使用することから、
早期に更新を図る。
※スタッファー～オリジナルソーセージが作れる肉詰機

◆上記のほか、「女満別運動公園野球場改修工事」など全４項目を審議

●第２回〔平成27年５月18日開催〕

産業建設文教常任委員会

合 同 常 任 委 員 会 （２常任委員会合同での調査）

ほのか空港店の特産品コーナー
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補正の重点～議決した４事業
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大 空 町 検 索

●総合計画調査特別委員会を設置
平成２７年５月臨時会
●ゲートボールセンター外壁補修工事の補正 な　　ど

・議会広報コンクールで「入選」しました！
委員会レポート

「町民の声」 近藤 憲久さ　　んより

４名の議員が登壇

平成27年（2015年）７月31日発行 37号
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北 海 道 大 空 町 議 会

平成27年６月 定例会

６月７日　第1回ちびっこ相撲大会／芝桜場所

●エキノコックス症感染予防対策は必要ないか
 ほか１件
●マイナンバー制度のまちの対応は
●高齢者の交通事故増加に対する対策は
 ほか２件
●大空町の医療の体制はどうか

～さらなる魅力的で活気のある「街づくり」に期待～

ちょう みん こえ
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　定年になり、根室市から越してきて３年目を迎えました。
大空町は、阿寒国立公園や網走国定公園、国の天然記念物のタンチョウやクマ
ゲラ、オジロワシなどの生息地、網走湖畔には「女満別湿性植物群落」があり
ます。道路網が発達し、空の玄関口、風景も良く、魅力のある町の一つと私は
実感します。それらを生かしたさらなる「街づくり」、行政と町民を囲んだ議
会の力で実現を！

町 民 の 声
近藤　憲久 さん
（女満別眺湖台）

議会だよりに掲載する、
『町民の声』『有料広告』を募集しています！

　議会だより裏表紙に掲載していますが、『町民の声』として、町民の方の議会に対する思いや考え、
また、『有料広告』として、町民サービスの向上を目的とし、民間事業者等の広告を掲載しています。
申し込みいただける方及び事業者につきましては、下記問い合わせ先までご連絡ください！

議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・
12月）に開かれます。また、臨時町議会は、
必要に応じて随時開かれますので、お気軽に
傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

９月定例会は、

開かれる予定です。

９月16日(水)から


